
【Denć式 翻字法】   Greek-Roman 2020/5/6

GR大 GR小 翻字 GR 翻字

Α α a ◆単母音

Β β v αι e

Γ γ gh α,ο,ω,ου,子音の前 ει i
y ε,αι,η,ι,υ,ει,οι の前 οι i

Δ δ dh υι i
Ε ε e ου ou
Ζ ζ z  ※ 本来"u"だが、ギリシャらしいので敢えて残す。

Η η I ◆二重母音／子音／他

Θ θ th αϊ ai ※2（分音について）

Ι ι i εϊ ei
Κ κ k οϊ oi
Λ λ l υϊ yi
Μ μ m αυ av
Ν ν n af 無声子音の前

Ξ ξ ks ευ ev
Ο ο o ef 無声子音の前

Π π p γκ ng
Ρ ρ r g 語頭で

Σ σ, ς s γγ ng
z 有声子音の前 γχ nh

Τ τ t μπ mb
Υ υ y b 語頭で

Φ φ f ντ nd
Χ χ h d 語頭で

Ψ ψ ps τσ ts ツ，チ

Ω ω o τζ dz ヅ，ヂ

； ? （疑問符） 　※1（子音の複合での音変化）

※1（子音の複合での音変化）

語尾と語頭でも音は変わるが、綴りを変化させると元字が分かりにくいので翻字しない。

τιν  κολο　→発音的には tin golo だが tin koloと翻字する。 
※2（分音について）

○αï, εï, οï, υï は分音で二重母音。 ι  の上につく「・・」は分音符。

○単母音 αι にアクセントがある場合は αί と後ろに記号を表記する。

○二重母音 のαï のアクセントは実際にある方に記号を付す（άϊ , αΐ）。

前者の場合 άι と書いても「アクセント位置と単母音でないこと」が十分に表せるので、

分音符「・・」を付けない記法があるようだ。

例: ράϊκο , ράικο　どちらも raiko であり、reko ではない。

仮に ραίκο　という語があれば、reko になる。


